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九
州
朝
陽
会
だ
よ
り

一
九
八
三
年
二
月
五
日

（
土
）
午
後
五
時
、
於
福

岡
郵
便
貯
金
会
館
、
第
二
回
九
州
朝
陽
会
総
会
開
催

さ
る
。
出
席
者
十
七
名
。
左
記
の
通
り

（敏
称
略
）

会
長

・
杉
山
浩
太
郎

（
五
回
）
、
重
松
節

男

（
六

回
）、
平
田
宗
隆

（
十
三
回
）、
塚
本
相
次
良

（
十
七

日
）、
清
水
澄

（
二
十

一
回
）、
佐
々
木
直
亮

（新
三

回
）、
横
大
路
晴

一
（
新
三
回
）、
事
務
局

・
四
位
誠

光

（
新
四
回
）
、
原
新
悟

（新
四
回
）
、
美

川
淳

而

（
新
四
回
）
、
村
田
義
男

（
新
四
口
）、　
大

谷

昭

示

（
新
五
回
）、
事
務
局

。
大
塚
敏
之

（
新
五
日
）、
車

鹿
恵

（新
五
回
）
、
執
印
文
恵

（新
五
回
）、
事
務
局

。
佐
嘉
田
喬

（新
十
三
回
）、
三
宅

文
太
郎

（新
十

三
日
）
昨
年
二
月
十
三
日
↑
も
に
九
州
朝
陽
会
が
発
足
、

十
五
名
の
出
席
者
を
得
て
、
福
岡
市
萩
の
官
山
荘
に

て
第

一
回
総
会
を
開
催
し
た
、
会
長
に
は
杉
山
繕
太

郎
氏
（
五
回
）が
就
任
、
こ
の
一
年
間
に
転
出
さ
れ
た

会
員
は
小
泉
宏
氏
、
山
本
久
氏
、増
圏
稔
氏
の
三
氏
。

今
回
出
席
で
き
な
か
っ
た
会
員
で
消
息
の
わ
か
，́

て
い
る
方
々
は
、
ま
ず
旧
師
Ｌ
し
て
、
小
日
吾
年
■

生
（
熊
本
在
）
、
近
藤
豊
先
生
（
八
代
在
）
の
百
先
■

以
下
九
州
在
住
の
会
員
（
敬
称
路

。
頑
不
同
）
〔福
〓

県
〕
古
谷
慶

一
、
中
村
進
、
日
上
三
雄
、山
梨
晃

一
、

佐
々
木
勝
也
、
河
日
博
、
小
林
和
夫
、
森
幹
夫
、
森

本
芳
樹
、
本
村
久
、
小
島
正
彦
、
鈴
木
重
近

〔
鹿
児
島
県
〕
筒
井
嵩
、
植
村
昭

〔長
崎
県
〕
高
田
勇
、　
高
久
功
、　
十
六
名
が
在
籍
さ

れ
て
い
る
。

第
二
回
の
５８
年
度
総
会
は
、
お
元
気
な
長
老
杉
山

会
長

（
五
回
）
の
も
と
に
、
遠
く
南
国
鹿
児
島
よ
り

平
田
先
輩

（十
三
回
）
、
塚
本
鹿
児
島
銀
行
頭
取
（
十

七
日
）
を
迎
え
、
海
を
渡
っ
て
壱
岐
よ
り
清
水
氏

（
二
十
二
回
）
が
、
宮
崎
か
ら
は
紅

一
点
の
執
印
文

恵
さ
ん

（旧
姓
入
鹿
山
さ
ん
。
新
工
回
）
が
参
加
さ

れ
て
、
終
始
和
や
か
に
暖
冬
の
博
多
の
一
夜
を
、
ま

さ
に
時
の
移
る
の
を
知
ら
ず
、
在
り
し
日
の
母
校
を

偲
び
、
現
在
の
会
員
の
近
況
報
告
を
ま
じ
え
て
自
己

紹
介
、　
ュ
ー
モ
ラ
ス
な
話
が
続
き
、
笑
い
の
渦
に
ま

き
こ
ま
れ
な
が
ら
懇
親
の
実
を

一
層
深
め
た
次
第
で

あ
る
。
次
回
は
新
五
回
の
諸
君
が
中
心
と
な
っ
て
、

世
話
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
一
又
の
再
会
を

約
し
て
、
お
互
い
に
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
三
々

五
々
と
博
多
の
街
に
散
っ
て
い
っ
た
。

（
四
位
記
）

（九
州
朝
陽
会
Ｙ

・，　
事
務
局
　
〒
詢
福
岡
市
中
央
区
白
金
２
１
１３
‐
‐２

戸
田
建
設
鶴
九
州
支
店

（担
当
　
四
位
、
大
塚
）

Ｔ
・Ｅ
苺
，
０
９
２

（
５
２
１
）
１
４
２
１

母
校
創
立
６０
周
年
に
当
る

５７
年
度
同
窓
会
総
会
の
記

四
月
十
日
母
校
記
念
会
館
で
開
か
れ
た
。

意
義
深
い
高
橋
会
長
の
挨
か
、
学
校
長
の
お
話
に

抗
い
て
記
念
行
事
、
秋
に
行
わ
れ
る
記
念
祝
賀
バ
ー

テ
ィ
ー
の
内
容
を
抜
露
じ
イ、

ハ
百
貝各
位
の
協
力
を

要
請
、
議
事
は
す
べ
て
拍
手
祖
に
可
決
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
個
七
日
生
の
高
橋
修
氏
、
開
業
医
の

立
場
か
ら
の
興
味
あ
る
お
話
を
伺
う
こ
レ
一
が

出

来

た
こ
懇
親
会
は
例
年
よ
り
熱
気
に
漆
れ
す
べ
て
は
、

秋
の
記
念
視
賀
バ
ー
テ
ィ
ー
に
向

っ
て
Ｇ
Ｏ
／

（
・′、粁
一テ
」〓
「̈
）

―
，新
役
員
候
補
の
紹
介
‐―

会

長

　

林

健

太

郎

０

回
）

副
会
長
　
　
一二
　
島
　
安
　
精

（
十
回
）

―
―
，幹
事
長
兼
任
―
‐―

一副
会
長
　
　
久
　
米
　
　
　
ニ
ュ
（
十
二
回
）

副
会
長
　
　
一ね
　
颯
市　
宣
兼　
人

（
工ヽ
五
回
）

副
貪

　

圭鳥

井

思

雄

（新
三
回
）

副
会
長
　
　
花
　
】ス
　
紀
　
子

（新
二
十

一
回
）

会
一計
監
事
　
池
　
添
　
一秀
　
・天

（
六
回
）

会
計
監
事
　
二遷
藤

多
口
太

郎

（
〓
工
回
）

同
期
会
だ
よ
り
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